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背 景
• 2001年からの日本東洋医学会EBM委員会の活動

• 本第65回学術総会のテーマ：

「アートの復権－人間的な医学・医療を求めて－」

• EBMはアートとどう関係するのであろうか？

- EBMは機械的な「RCT至上主義」だとし反対するもの

- 患者の人間性・個別性を無視しているもの

- 研究デザインとして観察研究の重要性を指摘するもの

- Narrativeの重要性を指摘するもの

- EBMそのものの限界を指摘するもの、等々

• これらの反論は、漢方医学に限らない。伝統医学や相補代

替医療一般、さらには近代医学の領域においても存在する。

• そろそろ「ポストEBM時代」 2

EBMとは？

• 定義
- 1996 Sacket et. al. “The conscientious, explicit and judicious 

use of current best evidence in making decisions about the 
care of individual patients” 

(Evidence based medicine: what it is and what it isn’t. BMJ. 1996; 312: 71-2)

- 1997年のSackettらの教科書で取り上げられ世界的に広まる。
(Sacket DL, et. Evidence-based medicine: How to practice & teach EBM. New York: Churchill Livingstone. 1997. p.2)

⇒しかし理解しづらい。

- 2000年の同第2版では “The integration of best research 
evidence with clinical expertise and patient values” 

• 概念図

- 1996年のHaynesらの3つの要素からなる図が初出。上記の
2000年の教科書での定義はこの概念図を言語化したもの。

- その後も進化している。 3

• 1991年のGuyatt GHのACP Journal Clubの1頁の論文が初出。
(Evidence-based medicine. ACP Journal Club. 1991; 114: A-16)
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EBMの定義の無理解と誤解

• EBMの定義として「エビデンスのみで臨床的

意思決定がなされる」と書かれているものは
存在しない。

• しかしEBMに対する批判には傾聴する価値
があるものも存在する。
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目 的

• EBM委員会のこれまでの考え方と活動を振り返る。

• 漢方医学におけるRCT以外の方法論による臨床研
究の現状として、以下の紹介。

- 多変量解析を用いたもの

- 医療データベースを用いたもの

• Narrative-based medicine (NBM)とEBMの関係を
報告。

• 今後の展望を考える。
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